
 
 

 
「街道」「山道」「町の道」山口丸ごとサイクリング！ 

「ＴＨＴ２６」を核に人材交流と情報発信を再整備して地域貢献型マルチサイクリングクラブの基礎を作ろう！ 
 

[岩国市への提言] 
 

山代・岩国・防長を 
ゲーム旅で斬ってみた！？ 

 
 

◆雙津峡温泉で見つけた看板二種⇒ 

上：周防山代は玖北、周東、鹿野、徳山に及ぶ！ 

本郷と萩は山代街道で結ばれていた。 

下：山陽と山陰を結ぶ江戸、明治、昭和の三代の道。 

この先にある星坂は、河川争奪の現場。 

 

 
 

 

◆岩国市と由宇町の市町境で見つけた看板 

吉川広家公の上陸地と記してある！ 

  

◆長門市の大寧寺と貴布禰神社の家紋 

大内菱と一文字三星が県内には混在！？ 

  

 

岩国市議会議員各位 
 

向春の候、皆様には益々ご活躍のことと拝察申し上げます。 

遅くなりましたが当選おめでとうございます。市政運営に期待します。 
 

さて、山口きらめき財団の助成事業「毛利チャレンジ２０１８」の総括報告に合わ

せたご連絡になりましたが、本来なら５月の超大型連休に実施予定のゲーム旅

企画への協力依頼として、昨年中に行うものでした。 
 

その意味では“旬”を逃していますが、総括で見えてきた原点回帰への方向転

換の要素を加えた方が、より深くより広い課題に接することが出来ると、前向き

に捉えています。それ故に、書き出しを「らかん高原ＭＴＢパーク」にするか、

「岩国かるたドライブ里の駅巡り」にするか、「サイクル県やまぐち“ファミリーサイ

クリングクラブ”プロジェクト」にするか悩み、一連のゲーム旅のトレジャーポイント

調査等で集めた、組み写真となりました。 
 

その組み写真ですが、周防山代のエリア解説と、三代の道（周防北街道・県道

１３４号線・国道４３４号線）の解説は、“やましろ羅漢スターリッジトレイル”の山道

調査時等で利用する温泉施設で見かけたもので、周防北街道の石垣は今も整

然と残っています。 
 

また唐樋の解説看板は、「岩国市みんなの夢をはぐくむ交付金」を利用し、いわ

くにバス一日乗車券を利用して行った“くるっと岩国２０１６◇海岸往復コース”で

も調査していて、今回の“毛利チャレンジ２０１８◇岩国通津散歩”の三択クイズ

にも採用した歴史的価値の高いものです。 
 

そして、長門市の大寧寺と貴布禰神社は、「新・防長三白を探せ！」をキャッチ

コピーに実施した“防長かるたドライブ２０１７／米の回”で調査したもので、つまり

‘いわくに研究会’の最近の活動は、ゲーム旅等を通じた地域資源再発見とそ

の利活用の提案であり、それをまずご理解頂ければと思います。 
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それらを踏まえた提言となりますが、「➊石橋を叩いても渡らない岩国市と、サイクル県やまぐちとの連携と、Ｇｏ羅

漢ハイランドギャザリングについての提言」、「➋里の駅の立体企画と、地域資源を巡る移動手段の確保と、参加者

のモチベーションを上げる工夫についての提言」、そして「➌自転車活用推進計画の限界と、玉石混合の自転車ソ

フトと、スーパー先達で読み解く日本の実情についての提言」の三つになります。 

 

 

➊「石橋を叩いても渡らない」と「サイクル県やまぐち」と「Ｇｏ羅漢」について・・・ 
 

 

錦川沿いの国道１８７号線は構造上危

険個所が多く、サイクリングイベントの

企画は岩国市では敬遠されている。 
 

しかし、外国人サイクリストは広島～宮

島～錦帯橋～津和野～萩～下関と巡

るゴールデンルートとしてＳＮＳ上で情

報交換をしている。 
 

石橋を叩いても渡らない判断は正しい

と思うが、個人利用の判断を止めるこ

とは出来ない。それなりの企画がある

はずで、知恵を絞りたい！ 

▲南桑駅付近は、水害後の改修で路肩の無い国道に。自転車の走行は原則“道路”の左側で問題は無い？ 
 

 

広島県知事と山口県知事との会話か

ら生まれた「サイクル県やまぐち」は、明

治維新１５０周年関連企画として３年間

限定予算で実施された。 
 

「クリテリウムレース」や「ロードレース」

や「ＭＴＢ国際ダウンヒル」などのシン

ボルイベントを行う一方で、各市町の

企画への助成金をプールする。 
 

岩国市の意向は上記のものだが、県は

２年間の継続を決め、助成金もそのま

まで、アプローチの価値はある。 

▲「Expanded All Yamaguchi Ride Festa2019(仮称)」として岩国でも何か具体化しませんか？ 
 

 

「Ｇｏ羅漢ハイランドギャザリング」は、昨

年夏の定点観察や、周辺の山道整備を

通じて、その可能性を強く感じ、９月には

素案を考えていた。 
 

サイクル県やまぐちの担当者も、その可

能性を支持しており、ＧＷに向けて年内

に擦り合わせをする予定が越年に。 
 

その間、県立自然公園内常設コース設

置の検討を進め、県農林事務所担当者

の視察と、地籍の確認を済ませ、申請用

コースレイアウトを考えたところ。 

▲ＧＯ羅漢ハイランドギャザリング２０１８のチラシ案等を参照に、独自のＭＴＢイベントの定期開催を！ 
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★「石橋を叩いても渡らない」は、ある意味正解です。多くのサイクリングイベントは、道路の目的外使用に当

たり、問題も少なくありません。シンボルイベントがクローズドサーキットのように助成金へのアプローチは、過

去に実施実績もあり、競技連盟の隠密調査も入っている羅漢での、ＭＴＢイベントが最短距離と思われます。 

 

 

➋「里の駅立体企画」と「地域資源を巡る移動手段」と「参加者のモチベーション」について・・・ 
 

  

岩国錦帯橋空港開港一周年応援企

画として、里の駅ネットワーク等の後

援を得て、雙津峡温泉・錦パレス宿泊

にて、一泊二日のプレ走行会を行う。 
 

「里の駅」は、やましろ商工会エリアの

７箇所に、岩国西商工会エリアの４箇

所と錦帯橋の１箇所を合わせた１２施

設が現在登録している。 
 

ゲーム旅のトレジャーポイントだけでな

く、買い物＆焼肉タスクや、宿泊＆利

き酒タスクなどで連携する。 

▲市役所～錦帯橋～由宇・玖珂・周東・美川～広瀬～錦パレス～吉賀～本郷～美和～和木～空港～市役所の推奨ルートで実施！ 
 

  

立体企画とは、告知・当日・取材レポ

ート報告・追体験や、移動・ゲーム・買

い物・宿泊などを複合的に行い、イベ

ントのためのイベントに終わらない予算

配分や工夫をするもの。 
 

その手法のひとつとして、媒体とのコラ

ボがあり、「夏かるた～冬かるた～春

かるた」に合わせて「日刊いわくに」

に、計１２回の連載をする。 
 

「冬かるた」は不発だったが、「春かる

た」はそれなりの参加者があった！ 

▲平成２７年（２０１５年）２月２７日の紙面。この記事を読んで矢印モニュメントの設置者から連絡があった！？ 
 

  

この項だけでも「かるたドライブ」、「自転

車さんぽ」、「バス一日乗車券利用」と、

様々な移動手段を利用しているが・・・。 
 

ドライブは、天候に左右されず、ファミリー

で楽しめ、買い物タスクも相性抜群だが、

駐車場問題が・・・。 
 

観光地を丁寧に巡るサイクリングは、アウ

トドアスポーツであり、エネルギー消耗ス

ポーツのため、実はハードルが・・・。 
 

公共交通機関は、点・線・面を自由に楽

しむゲーム旅との相性が・・・。 

▲明治維新１５０周年応援企画「毛利チャレンジ」アイドリング編では、様々な移動手段を検証！初回はレンタサイクル。 
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